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井上有史他 てんかん症候群：診

断と治療の手引き

井上有史、赤松

直樹（日本てん

かん学会）

て んか ん症候

群：診断と治療の

手引き

メディカ

ルレビュ

ー社

東京 2023

井上有史他 てんかんの難病ガイ

ド

井上有史（厚労

省研究班）

てんかんの難病

ガイド

日興美術静岡 2023 1-74

井上有史、川口典

彦、鈴木菜摘、高

橋輝、寺田清人

臨床検査技師のため

のてんかんデジタル

脳波検査ガイドブッ

ク

井上有史、川口

典彦、鈴木菜摘、

高橋輝、寺田清

人

臨床検査技師の

ためのてんかん

デジタル脳波検

査ガイドブック

日興美術静岡 2021 1-153

井上有史、池田仁 新てんかんテキスト

改訂第２版

井上有史、池田

仁

新てんかんテキ

スト改訂第２版

南江堂 東京 2021

井上有史 てんかん症候群：乳

幼児・小児・青年期

のてんかん学

井上有史監訳 て んか ん症候

群：乳幼児・小

児・青年期のてん

かん学 第6版

中山書店東京 2021

池田 昭夫 ミオクロニー発作 今日の疾患辞典

(仮),

株式会社

プレシジ

ョン

web 2020

池田 昭夫 進行性ミオクローヌ

スてんかん

今日の疾患辞典

(仮),

株式会社

プレシジ

ョン

web 2020

池田 昭夫 てんかん重積 今日の疾患辞典

(仮),

株式会社

プレシジ

ョン

web 2020

武山 博文, 宇佐

美 清英, 松本 理

器．

「抗てんかん薬」 脳科学辞典(web) web 2020
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小林 勝哉(分担執

筆)

第II章 1．診断の手

順とポイント

池田昭夫 てんかん、早わか

り！診療アルゴ

リズムと病態別

アトラス

南江堂 東京 2020 78-82

本多 正幸(分担執

筆)

「神経皮膚症候群

(結節性硬化症)」

池田昭夫 てんかん、早わか

り！診療アルゴ

リズムと病態別

アトラス

南江堂 東京 2020 34-35

本多 正幸(分担執

筆)

「神経線維腫症I型」池田昭夫 てんかん，早わか

り！診療アルゴ

リズムと病態別

アトラス

南江堂 東京 2020 32-33

池田 昭夫主編集 てんかん、早わか

り！診療アルゴリズ

ムと病態別アトラス

池田昭夫主編集 てんかん、早わか

り！診療アルゴ

リズムと病態別

アトラス

南江堂 東京 2020 222p

音成 秀一郎, 池

田 昭夫

脳波判読オープンキ

ャンパス：誰でも学

べる７step

脳波判読オープ

ンキャンパス：誰

でも学べる７ste

p

診断と治

療社

東京 2021 300p

戸島 麻耶, 小林

勝哉, 池田 昭夫

11. 機能性疾患 1) 

AMPA受容体拮抗薬の

作用機序

鈴木 則宏，荒木

信夫，宇川 義

一，桑原 聡，塩

川 芳昭

Annual Review 

神経 2022

中外医学

社

東京 2022 297-304

戸島 麻耶, 小林

勝哉, 池田 昭夫

脳波・薬物動態デー

タからペランパネル

治療を考える

髙橋 幸利 ペランパネルに

よるてんかん治

療のストラテジ

ー 第2版

先端医学

社

東京 2022 80-84

今井克美. ケトン食療法はてん

かんに有効か？

金子一成 小児科診療contr

oversy

中外医学

社

東京 2022 103-108

今井克美 夜驚症などの睡眠随

伴症

高橋幸利 てんかん診療実

践ガイド

日本医事

新報社

東京 2022 51-54
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今井克美（訳） Chapter 4. 脳波特

性とてんかん症候群

監訳：井上有史 てんかん症候群

第６版 乳幼

児・小児・青年期

のてんかん学

中山書店東京 2021 65-75

今井克美 てんかんの検査. そ

の他の生理検査、脳

磁図

井上有史、池田仁新てんかんテキ

スト改訂第2版

南江堂 東京 2021 44-45

今井克美 発作の誘因とその対

処法

井上有史、池田仁新てんかんテキ

スト改訂第2版

南江堂 東京 2021 68-69

今井克美 Dravet症候群（乳児

重症ミオクロニーて

んかん）

日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック（第

2版）

診断と治

療社

東京 2020 248-250

今井克美 小児の特殊治療（AC

TH, ケトン食など）

日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック（第

2版）

診断と治

療社

東京 2020 171-173

伊藤進 ミオクロニーてんか

ん～特にミオクロニ

ー脱力発作を伴うて

んかんと若年ミオク

ロニーてんかんにつ

いて～

日本てんかん協

会東京都支部

ともしび2023年1

月号

大手町企

画

東京 2023 4-9

伊藤進 てんかんにおけるケ

トン食療法について

教えてください

奥村彰久, 白石

秀明

Q&Aでわかる初心

者のための小児

のてんかん・けい

れん

中外医学

社

東京 2022 127-133

伊藤進 小児・思春期てんか

んの薬物治療

日本てんかん学

会（編）

てんかん専門医

ガイドブック（第

2版）

診断と治

療社

東京 2020 168-170

伊藤進 ミオクロニー脱力発

作を伴うてんかん

日本てんかん学

会（編）

てんかん専門医

ガイドブック（第

2版）

診断と治

療社

東京 2020 253-256

柿田明美、川合謙

介．

第５章 皮質形成異

常によるてんかん．

1. 総論．

日本てんかん学

会

てんかん症候群

の診断と治療の

手引き．

メディカ

ルレビュ

ー社

東京 2023
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松尾 健、柿田明

美．

第９章 腫瘍／腫瘍

性病変によるてんか

ん．1. 総論．

日本てんかん学

会

てんかん症候群

の診断と治療の

手引き．

メディカ

ルレビュ

ー社

東京 2023

柿田明美 てんかん原性の病理日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック

改定第２版

診断と治

療社

東京 2020 26-29

加藤光広 皮質形成異常. 水口雅、市橋光、

崎山弘、伊藤秀一

編

今日の小児治療

指針 第17版. 

医学書院東京 2020 685-686

加藤光広 その他のてんかん発

作を呈する神経疾患

の遺伝子異常(脳形

成異常･PME). 

日本てんかん学

会編

てんかん専門医

ガイドブック. 

改訂第２版

診断と治

療社

東京 2020 21-23

加藤光広 二分脊椎，脳形成異

常

水口雅, 山形崇

倫

クリニカルガイ

ド小児科 専門

医の診断・治療

南山堂 東京 846-85

2

2021

加藤光広 脳形成異常の病態生

理

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 新

分類・新薬でわか

る 小児 けいれ

ん・てんかん診療

中山書店東京 35-45 2022

加藤光広 素因性てんかんの病

因と病態

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 新

分類・新薬でわか

る 小児 けいれ

ん・てんかん診療

中山書店東京 46-55 2022

松石豊次郎 レット症候群 厚生労働省科学

研究費補助金

難治性疾患政策

研究事業

てんかんの指定

難病ガイド 第2

版

日興美術

株式会社

静岡 2020 46-47
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浜野晋一郎 中心・側頭部に棘波

を示す小児てんかん

（CECTS）

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 184-91

浜野晋一郎 抗てんかん薬の特徴

と選択時の留意点

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 268-89

浜野晋一郎 てんかん診断と病名

告知

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 314-320

浜野晋一郎 治療開始と思春期・

成人移行期に備えた

経過観察

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 321-335

浜野晋一郎 治療終結と再発時・

再発後の対応

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 336-9
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菊池健二郎 けいれん、てんかん

発作の疑いによる救

急受診の対応

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 106-13

菊池健二郎 てんかん重積状態の

治療

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 114-21

菊池健二郎 成人移行期・成人期

のてんかん診療

浜野晋一郎 小児科ベストプ

ラクティス 『新

分類・新薬でわか

る 小児け いれ

ん・てんかん診療

－Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 339-405

菊池健二郎 てんかん重積状態の

治療

前垣義弘 小児科ベストプ

ラクティス 『小

児急性脳炎・脳症

のとらえ方と治

療戦略』

山中書店東京 2022 78-85

菊池健二郎、岡明 てんかん重積状態・

けいれん重積状態の

初期治療の薬剤選択

はどうするか？

金子一成 小児科診療Contr

oversy

中外医学

社

東京 2022 81-5

菊池健二郎 てんかん重積状態と

その対処法について

教えて下さい

奥村彰久、白石秀

明

Q&Aでわかる 初

心者のための小

児のてんかん・け

いれん

中外医学

社

東京 2022 41-6
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小林勝弘 小児の痙攣 永井良三 今日の診断指針

（第8版）

医学書院東京 2020 22-25

小林勝弘 てんかん症候群 水口雅、市橋光、

崎山弘、伊藤秀一

今日の小児治療

指針（第17版）

医学書院東京 2020 657-659

小林勝弘 大田原症候群 日本てんかん学

会、編（編集委

員長：小林勝弘）

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 234-235

小林勝弘 小児の脳波とその異

常

日本てんかん学

会、編（編集委

員長：小林勝弘）

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 95-99

小林勝弘 発達性てんかん性脳

症

日本てんかん学

会、編（編集委

員長：小林勝弘）

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 33-36

秋山倫之、秋山麻

里、大塚頌子、小

林勝弘、柴田敬、

吉永治美

小林勝弘、大塚頌

子

フローチャート

でわかる小児て

んかん診療ガイ

ド. 第2版

診断と治

療社

東京 2022 293

小林勝弘 小児のてんかん 福井次矢、高木

誠、小室一成

今日の治療指針

2023年版―私は

こう治療してい

る

医学書院東京 2023 1492-14

93

松尾 健、福田光

成

てんかん 東京都立神経病

院

神経疾患難病看

護ガイド

ヴァンメ

ディカル

東京都 2020年215-221

青天目信 Lennox-Gastaut症候

群

浜野晋一郎 新分類・新薬でわ

かる小児けいれ

ん・てんかん診療

―Classificatio

n and Practice

中山書店東京 2022 204-213
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青天目信 てんかん
大薗恵一, 別所

一彦, 北畠康司, 

窪田拓生, 酒井

規夫, 下野九理

子, 青天目信, 

宮村能子, 成田

淳, 亀田誠, 吉

田寿雄, 錦戸知

喜

小児科診療指針

エッセンス
中外医学

社

東京 2022 632-641

青天目信 慢性頭痛（片頭痛・

緊張性頭痛）

大薗恵一, 別所

一彦, 北畠康司,

窪田拓生, 酒井

規夫, 下野九理

子, 青天目信, 

宮村能子, 成田

淳, 亀田誠, 吉

田寿雄, 錦戸知

喜

小児科診療指針

エッセンス

中外医学

社

東京 2022 697-702

青天目信 症状▶運動異常―運

動麻痺，運動失調，

不随意運動

窪田満 外来で見つける

先天代謝異常症

―シマウマ診断

の勧め

中山書店東京 2022 176-185

青天目信 FOXG1欠損症（先天型

Rett症候群).

厚生労働科学研

究費補助金難治

性疾患政策研究

事業遺伝性白質

疾患・知的障害を

きたす疾患の診

断・治療・研究シ

ステム構築斑

画像で診る遺伝

性白質疾患

診断と治

療社

東京 2021 56-57
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青天目信 グルタル酸尿症1型

(GA1)

厚生労働科学研

究費補助金難治

性疾患政策研究

事業遺伝性白質

疾患・知的障害を

きたす疾患の診

断・治療・研究シ

ステム構築斑

画像で診る遺伝

性白質疾患

診断と治

療社

東京 2021 78-79

奥村彰久 Dravet症候群に合併

する急性脳症

前垣義弘 小児急性脳炎・脳

症のとらえ方と

治療戦略

中山書店東京 2022 232-6

奥村彰久 書籍編集 奥村彰久、白石

秀明

Q&Aでわかる 初

心者のための小

児のてんかん・け

いれん

中外医学

社

東京 2022

奥村彰久 新生児発作 福井次夫、高木

誠、小室一成

今日の治療指針2

021

医学書院東京 2021 1434-14

35

奥村彰久 熱性けいれん 福井次夫、高木

誠、小室一成

今日の治療指針2

021

医学書院東京 2021 1526-15

27

奥村彰久 新生児発作 水口雅、市橋光、

崎山弘、伊藤秀一

今日の小児治療

指針第17版

医学書院東京 2020 121-3

奥村彰久 てんかんの診断 新

生児

小林勝弘 てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 37-9

奥村彰久 自然終息性家族性新

生児てんかん・自然

終息性新生児発作

小林勝弘 てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 243-5

奥村彰久 症候性新生児発作 小林勝弘 てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 246-7
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齋藤貴志 構造的病因を有する

焦点性てんかん

浜野晋一郎 新分類・新薬でわ

かる小児けいれ

ん・てんかん診療

中山書店東京 2022 229-238

齋藤貴志 進行性ミオクローヌ

スてんかん

浜野晋一郎 新分類・新薬でわ

かる小児けいれ

ん・てんかん診療

中山書店東京 2022 249-257

齋藤貴志 Q19 小児のてんか

んで，抗てんかん薬

はどのように選択さ

れるのですか？

国立精神・神経

医療研究センタ

ー病院てんかん

センター

患者のギモンに

答える！てんか

ん診療のための

相談サポートＱ

＆Ａ

診断と治

療社

東京 2021 39-40

齋藤貴志 34 学校でてんかん

発作が起こった場

合，どのように対応

すればよいですか？

国立精神・神経

医療研究センタ

ー病院てんかん

センター

患者のギモンに

答える！てんか

ん診療のための

相談サポートＱ

＆Ａ

診断と治

療社

東京 2021 69-70

齋藤貴志 Q46 子どもにどの

ようにてんかんを伝

えたらよいでしょう

か？

国立精神・神経

医療研究センタ

ー病院てんかん

センター

患者のギモンに

答える！てんか

ん診療のための

相談サポートＱ

＆Ａ

診断と治

療社

東京 2021 90

齋藤貴志 Q47 学校側と話し

合っておくことはど

んなことでしょう

か？

国立精神・神経

医療研究センタ

ー病院てんかん

センター

患者のギモンに

答える！てんか

ん診療のための

相談サポートＱ

＆Ａ

診断と治

療社

東京 2021 91

齋藤貴志 Q48 プールは控え

たほうがよいのでし

ょうか？

国立精神・神経

医療研究センタ

ー病院てんかん

センター

患者のギモンに

答える！てんか

ん診療のための

相談サポートＱ

＆Ａ

診断と治

療社

東京 2021 92
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齋藤貴志 Q49 てんかんが原

因で成績が下がるこ

とはありますか？

国立精神・神経

医療研究センタ

ー病院てんかん

センター

患者のギモンに

答える！てんか

ん診療のための

相談サポートＱ

＆Ａ

診断と治

療社

東京 2021 93

白石秀明 脳波の読み方 -up t

o date 自然終息性

（self-limited）て

んかん

CLINICAL NEUROS

CIENCE

中外医学

社

東京 2022 468-473

頁

白石秀明 特集：小児神経検査

マニュアル 症状・

疾患からみた検査の

すすめ方 てんか

ん、発作性疾患

小児科診療 診断と治

療社

東京 2022 69－75

頁

白石秀明 特集 オンラインに

よる睡眠医療 オン

ラインによるてんか

ん診療  遠隔電計

診療料への指定難

病、てんかんの適応

を踏まえて

睡眠医療 ライフ・

サイエン

ス

東京 2022 275-280

頁

白石秀明 小児てんかんにおけ

るペランパネル併用

療法の実際

高橋幸利 ペランパネルに

よるてんかん治

療ストラテジー

先端医学

社

東京 2022 70-73頁

白石秀明 小児科医からのTran

sition

「精神科治療

学」編集委員会

今日の精神科治

療 ハンド ブッ

ク・精神治療学

星和書店東京 2021 288-289

白石秀明 徐波睡眠時持続性棘

徐波を示すてんかん

脳症（EECSWS）

小児内科・特集

てんかん

東京医学

社

東京 2021 1701-17

04

白石秀明 小児脳波超速ラーニ

ング

単著 小児脳波超速ラ

ーニング

南山堂 東京 2021 全111頁
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Shiraishi H,Adam

olekun B.

Genetic (Ethnic) d

ifferences.

Kasteleijn-Nols

t Trenité DG

The Importance 

of Photosensiti

vity for Epilep

sy

SpringerHeidelb

erg

2021 pp255-2

57

柳生一自、白石秀

明

バイオマーカーとし

ての脳磁図（MEG）

脳神経疾患のバ

イオマーカー

科学評論

社

東京 2020 193-197

白石秀明 小児てんかん診療の

コツと心得

小児内科・小児神

経学-現在から未

来へ

東京医学

社

東京 2020 364-370

白水洋史 皮質下起源のてんか

ん（視床下部過誤腫

など）

てんかん学会 てんかん専門医

ガイドブック

改訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 308-309

白水洋史 焼灼術 てんかん学会 てんかん専門医

ガイドブック

改訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 336-338

菅野 秀宣 スタージウェーバー

症候群

尾崎 峰 もう迷わない

血管腫・血管奇形

克誠堂 東京 2020 224-228

Yukitoshi Takaha

shi, Hiroo Omats

u, Maki Hamamot

o, Mitsuhiro Miy

ashita, Tomoya I

shida, Satoshi M

izutani

Developmental and 

epileptic encephal

opathies: current 

concepts

Sylaja PN IAN Reviews in 

Neurology 2022 

“Epilepsy ‒  I

nnovations and 

Advances”

Jaypee B

rothers 

Medical 

Publishe

rs (ltd)

2022 68-77

高橋幸利、井田久

仁子、水谷聡志

抗NMDA受容体脳炎 前垣義弘 抗NMDA受容体脳

炎小児科ベスト

プラクティス「小

児急性脳炎・脳症

のとらえ方と治

療戦略 Practice

and Progress」

中山書店東京 251-257

高橋幸利、井田久

仁子

てんかんの発病-診

断-治療-治療終結の

フローを知ろう

高橋幸利 エキスパートが

語るてんかん診

療実践ガイド

日本医事

新報社

東京 2-12
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大松泰生、高橋幸

利

発作型ごとの薬剤選

択を教えてください

高橋幸利 エキスパートが

語るてんかん診

療実践ガイド

日本医事

新報社

東京 183-189

高橋幸利、水谷聡

志、松丸重人、石

田倫也、宮下光洋

てんかん発作型・て

んかん分類の診断プ

ロセス

高橋幸利 「ペランパネル

によるてんかん

治療のストラテ

ジー：第2版」

先端医学

社

2022 40-44

高橋幸利 抗GluR抗体陽性自己

免疫性辺縁系脳炎

監修：水澤 英洋今日の疾患辞典 エイド出

版

高橋幸利 急性散在性脳脊髄炎

（ADEM）、 自己免

疫性脳炎

水口雅、

山形崇倫

クリニカルガイ

ド小児科 -専門

医の診断・治療-

南山堂 東京 2021 807-812

井田久仁子、高橋

幸利

Q：遺伝子異常が分か

れば治療できるので

しょうか？

井上有史、池田仁新てんかんテキ

スト改訂第2版

南江堂 東京 2021 6-7

高橋幸利 Q：予防接種は受けて

も大丈夫ですか？

井上有史、池田仁新てんかんテキ

スト改訂第2版

南江堂 東京 2021 22-23

高橋幸利 B-66 グルコースト

ランスポーター1（G

LUT1）欠損症

日本小児医療保

健協議会、治療用

ミルク安定供給

委員会

特殊ミルク治療

ガイドブック

診断と治

療社

東京 2020 113-115

高橋幸利 B-67 ピルビン酸脱

水素酵素複合体欠損

症

日本小児医療保

健協議会、治療用

ミルク安定供給

委員会

特殊ミルク治療

ガイドブック

診断と治

療社

東京 2020 116-118

高橋幸利 B-94 難治てんかん日本小児医療保

健協議会、治療用

ミルク安定供給

委員会

特殊ミルク治療

ガイドブック

診断と治

療社

東京 2020 119-122

高橋幸利 急性脳炎 水口雅、他 今日の小児治療

指針 第17版

医学書院東京 2020 664-665
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高橋幸利 脳炎によるてんかん

重積

日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 196-198

高橋幸利 その他の急性病態 日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 199-200

高橋幸利 Rasmussen症候群 日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 305-307

高橋幸利 過去問解説IGE 日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 375

高橋幸利 過去問解説LTG 日本てんかん学

会

てんかん専門医

ガイドブック改

訂第2版

診断と治

療社

東京 2020 413

本田涼子 てんかん外科治療を

考慮すべき対象・時

期・方法

浜野晋一郎編 小児科ベストプ

ラクティス新分

類・新薬でわかる

小児けいれん・て

んかん診療

中山書店東京 297-304

本田涼子 てんかんで手術が必

要になるのはどのよ

うな場合でしょう

か？

Q&Aでわかる初心

者のための小児

のてんかん・けい

れん

中外医学

社

東京 134-138
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雑誌  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出 版

年

Inoue Y, Sumitomo K, Matsutani K, 

Ishii M.

Evaluation of real-world effe

ctiveness of perampanel in Ja

panese adults and older adult

s with epilepsy

Epileptic D

isord

24 123-132 2022

Inoue Y, Hamano SI, Hayashi M, Sak

uma H, Hirose S, Ishii A, Honda R,

Ikeda A, Imai K, Jin K, Kada A, K

akita A, Kato M, Kawai K, Kawakami

T, Kobayashi K, Matsuishi T, Mats

uo T, Nabatame S, Okamoto N, Ito 

S, Okumura A, Saito A, Shiraishi 

H, Shirozu H, Saito T, Sugano H, T

akahashi Y, Yamamoto H, Fukuyama 

T, Kuki I

Burden of seizures and comorb

idities in patients with epil

epsy: a survey based on the t

ertiary hospital-based Epilep

sy Syndrome Registry in Japan

Epileptic D

isord

24 82-94 2022

Yamamoto Y, Inoue Y, Usui N, Imai 

K, Kagawa Y, Takahashi Y

Therapeutic drug monitoring f

or rufinamide in Japanese pat

ients with epilepsy: Focus on

drug interactions, tolerabil

ity, and clinical effectivene

ss

Ther Drug M

onit

44 585-591 2022

Inoue Y, Sumitomo K, Matsutani K, 

Ishii M

Real-world evaluation of pera

mpanel effectiveness in Japan

ese adolescents with epilepsy

Epileptic D

isord

24 813-21 2022

原稔枝、西田拓司、高橋幸利、井上有

史

てんかん専門看護師の意義と役

割

てんかん研

究

40 18-27 2022
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Suzuki T, Tatsukawa T, Sudo G, Del

andre C, Pai YJ, Miyamoto H, Ravea

u M, Shimohata A, Ohmori I, Hamano

SI, Haginoya K, Uematsu M, Takaha

shi Y, Morimoto M, Fujimoto S, Osa

ka H, Oguni H, Osawa M, Ishii A, H

irose S, Kaneko S, Inoue Y, Moore 

AW, Yamakawa K

CUX2 deficiency causes facili

tation of excitatory synaptic

transmission onto hippocampu

s and increased seizure susce

ptibility to kainate

Sci Rep 12 6505 2022

井上有史、佐野智信、笹本 洋、早川

宣延

焦点起始発作を有する日本人成

人てんかん患者を対象としたブ

リーバラセタムの経口剤から注

射剤への切り替え時の安全性お

よび忍容性評価試験

新薬と臨牀 71 1187-11

97

2022

原稔枝、西田拓司、井上有史 てんかんを専門とする看護師の

諸外国での活動状況

Epilepsy 16 143-150 2022

Yamada M, Suzuki K, Matsui D, Ino

ue Y, Ohtsuka Y

Long-term safety and effectiv

eness of stiripentol in patie

nts with Dravet syndrome: Int

erim report of a post-marketi

ng surveillance study in Japa

n

Epilepsy Re

search

170 106535 2021

Punyawai P, Usui N, Kondo A, Ichi

kawa N, Tottori T, Terada K, Taka

hashi Y, Inoue Y.

Semiological differences of f

ocal onset bilateral motor (c

onvulsive) seizure between me

sial temporal lobe epilepsy a

nd neocortical epilepsy

Epilepsy Re

search

170 106553 2021

Inoue Y, Liao W, Wang X, Du X, Te

nnigkeit F, Sasamoto H, Osakabe 

T, Hoshii N, Yuen N, Hong Z.

Safety and efficacy of adjunc

tive lacosamide in Chinese an

d Japanese adults with epilep

sy and focal seizures: A long

-term, open-label extension o

f a randomized, controlled tr

ial.

Epilepsy Re

search

176 106705 2021
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Sato W, Usui N, Sawada R, Kondo 

A, Toichi M, Inoue Y

Impairment of emotional expre

ssion detection after unilate

ral medial temporal structure

resection

Sci Rep 11 20617 2021

Yamamoto Y, Takahashi Y, Ikeda H, 

Imai K, Kagawa Y, Inoue Y.

Impact of CYP2C19 Phenotypes o

n Clinical Efficacy of Stiripe

ntol in Japanese Patients With

Dravet Syndrome

Ther Drug M

onit

42(2) 302-30

8.

2020

Terada K, Inoue Y, Nishida T, Mish

iro D, Yamano M, Aoyagi T, Tadokor

o Y

Nurse teachers' knowledge abou

t epilepsy and communication i

ssues between schools and medi

cal institutions: A nationwide

questionnaire survey in Japan

Epilepsia O

pen

5(2) 220-229 2020

Suzuki T, Suzuki T, Raveau M, Miya

ke N, Sudo G, Tsurusaki Y, Watanab

e T, Sugaya Y, Tatsukawa T, Mazaki

E, Shimohata A, Kushima I, Aleksi

c B, Shiino T, Toyota T, Iwayama 

Y, Nakaoka K, Ohmori I, Sasaki A, 

Watanabe K, Hirose S, Kaneko S, In

oue Y, Yoshikawa T, Ozaki N, Kano 

M, Shimoji T, Matsumoto N, Yamakaw

a K

A recurrent PJA1 variant in tr

igonocephaly and neurodevelopm

ental disorders

Ann Clin Tr

ansl Neurol

7(7) 1117-31 2020

美根潤、大谷英之、西田拓司、西村亮

一、山﨑美鈴、高橋輝、原稔枝、松田

春美、杉山理彩、鈴木健之、井上有史

てんかんのある子どもとその家族

のためのてんかん学習プログラム

famosesの導入および有用性に関

する研究

てんかん研

究

38(1) 43-53 2020

Niestroj LM, Perez-Palma E, Howrig

an DP, Zhou Y, Cheng F, Saarentaus

E, Nürnberg P, Stevelink R, Daly 

MJ, Palotie A, Lal D; Epi25 Collab

orative

Epilepsy subtype-specific copy

number burden observed in a g

enome-wide study of 17  458 su

bjects

Brain 1 4 3

(7)

2106-21

18

2020
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Rektor I, Krauss GL, Inoue Y, Kane

ko S, Williams B, Patten A, Malhot

ra M, Laurenza A, Wechsler RT.

Assessment of the long-term ef

ficacy and safety of adjunctiv

e perampanel in tonic-clonic s

eizures: Analysis of four open

-label extension studies

Epilepsia 61(7) 1491-15

02

2020

Nishida T, Terada K, Ikeda H, Inou

e Y.

Seizures, accidental injuries 

at work, and reasons for resig

nation in people with epilepsy

Epilepsy Be

hav

111 107237 2020

Usui K, Shinozaki J, Usui N, Terad

a K, Matsuda K, Kondo A, Tottori 

T, Nagamine T, Inoue Y

Retained absolute pitch after 

selective amygdalohippocampect

omy

Epilepsy Be

hav Rep

14 100378 2020

de Vries PJ, Belousova E, Benedik 

MP, Carter T, Cottin V, Curatolo 

P, D'Amato L, Beure d'Augères G, F

erreira JC, Feucht M, Fladrowski 

C, Hertzberg C, Jozwiak S, Lawson 

JA, Macaya A, Marques R, Nabbout 

R, O'Callaghan F, Qin J, Sander V,

Sauter M, Shah S, Takahashi Y, To

uraine R, Youroukos S, Zonnenberg 

B, Kingswood JC, Jansen AC ; TOSCA

Consortium and TOSCA Investigator

s

Natural clusters of tuberous s

clerosis complex (TSC)-associa

ted neuropsychiatric disorders

(TAND):new findings from the 

TOSCA TAND research project

J Neurodev 

Disord

12(1) 24 2020

井上有史 MOSES/famosesとは？ 波 44(5) 104-6 2020

井上有史 18歳以上の日本人成人てんかん患

者1641例に対するペランパネルの

安全性評価

Clinician 681 148-55 2020

Matsuura R, Hamano S, Daida A, Non

oyama H, Kubota J, Ikemoto S, Hira

ta Y, Koichihara R, Kikuchi K, Yam

aguchi A, Sakuma H, Takahashi Y.

Serum matrix metallopeptidase-

9 and tissue inhibitor of meta

lloproteinase-1 levels in auto

immune encephalitis.

Brain Dev 42 264-9 2020

Matsuura R, Hamano S, Hiwatari E, 

Ikemoto S, Hirata Y, Koichihara R,

Kikuchi K.

Zonisamide therapy for patient

s with paroxysmal kinesigenic 

dyskinesia

Pediatr Neu

rol

111 23-6 2020
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Ikemoto S, Hamano S, Yokota S, Koi

chihara R, Hirata Y, Matsuura R.

High-power, frontal-dominant r

ipples in absence status epile

pticus during childhood.

Clinical Ne

urophysiolo

gy

131 1204-9 2020

Ikemoto S, Hamano S, Kikuchi K, Ko

ichihara R, Hirata Y, Matsuura R, 

Hiraide T, Nakashima M, Inoue K, K

urosawa K, Saitsu H.

A recurrent TMEM106B mutation 

in hypomyelinating leukodystro

phy: A rapid diagnostic assay.

Brain Dev 42 603-6 2020

浜野晋一郎 点頭てんかんの治療 up to date 小児内科 52 396-9 2020

浜野晋一郎，松浦隆樹，平田佑子，池

本智，小一原玲子，代田惇朗，野々山

葉月

小児てんかん診療の均質化と成人

期移行を見据えた対応

埼玉小児医

療センター

医学誌

35 3-8 2020

池本智，浜野晋一郎，小一原玲子，代

田惇朗，野々山葉月，樋渡えりか，平

田佑子，松浦隆樹，神部友香

当センターにおける点頭てんかん

に対するビガバトリン治療成績-A

CTH療法との比較-

てんかん研

究

38 3-11 2020

大澤由寛、荒井萌子、夏目岳典、髙野

亨子、福山哲広

てんかん発作を契機に診断され

た48,XXYY男性の1例

脳と発達 53 214-216 2021

Hoshino Y, Kodaira M, Matsuno A, K

aneko T, Fukuyama T, Takano K, Yaz

aki M, Sekijima Y.

Reversible Leukoencephalopath

y in a Man with Childhood-ons

et Hyperornithinemia-Hyperamm

onemia-Homocitrullinuria Synd

rome

Intern Med. 61 553-557 2022

Akio Ikeda, Hirofumi Takeyama, Ch

ristophe Bernard, Mitsuyoshi Naka

tani, Akihiro Shimotake, Masako D

aifu, Masao Matsuhashi, Takayuki 

Kikuchi, Takeharu Kunieda, Riki M

atsumoto, Tamaki Kobayashi, Kazua

ki Sato

Active direct current (DC) sh

ifts and “Red slow”: two new

concepts for seizure mechani

sms and identification of the

epileptogenic zone

Neuroscienc

e Research

156 95-101 2020

Yukako Nakagami, Genichi Sugihar

a, Noriyuki Nakashima, Masaaki Ha

zama, Shuraku Son, Shuhe Ma, Riki

Matsumoto, Toshiya Murai, Akio I
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Clinical diagnostic criteria 

of benign adult familial myoc

lonus epilepsy type 1 are hig

hly concordant with genetic t

esting

Neurology a

nd Clinical

Neuroscien

ce

doi.org

/10.111

1/ncn3.

12696

2023

Raffaele Dubbioso, Antonio Suppa,

Marina A J Tijssen, Akio Ikeda

Familial adult myoclonus epil

epsy: Neurophysiological inve

stigations

Epilepsia doi: 1

0.1111/

epi.175

53

2023

Beatriz G Giraldez, José M Serrat

osa, Salvatore Striano, Akio Iked

a, Pasquale Striano, Antonietta C

oppola

Familial Adult Myoclonic Epil

epsy: clinical findings, dise

ase course and comorbidities

Epilepsia doi: 1

0.1111/

epi.175

95

2023



129

髙谷 美和, 邉見 名見子, 大井 和

起, 池田 昭夫

てんかん患者での光くしゃみ反

射:てんかん性の光過敏性との異

同は?

脳神経内科 92 1-2 2020

十河 正弥, 井内 盛遠, 松本 理器, 

澤本 伸克, 池田 昭夫, 髙橋 良輔橋

病変が脱力発作と半側顔面けいれん

発作に関与したと診断した難治てん

かん発作の1例

橋病変が脱力発作と半側顔面け

いれん発作に関与したと診断し

た難治てんかん発作の1例

臨床神経学 60 362-366 2020

塚本 剛士, 梶川 駿介, 人見 健文, 

舟木 健史, 漆谷 真, 髙橋 良輔, 池

田 昭夫

急性外傷性脳損傷後に時定数2秒

の頭皮上脳波で皮質拡散脱分極

(cortical spreading depolariz

ations; CSD)が記録された1例

臨床神経学 60 473-478 2020

千葉 智哉, 邉見 名見子, 音成 秀一

郎, 髙田 和城, 池田 昭夫, 髙橋 良

輔, 横江 勝

一過性てんかん性健忘の発作時

脳波記録:非ヘルペス性辺縁系脳

炎に出現した1例

臨床神経学 60 446-451 2020

林 梢, 井上 岳司, 九鬼 一郎, 碓井

太雄, 池田 昭夫, 神田 益太郎

神経調節性失神に伴うけいれん

性失神(convulsive syncope)と

特発性全般てんかんに伴う全般

強直間代発作(convulsive seizu

re)の並存・移行と判断された1例

臨床神経学 60 627-630 2020

井上 岳司, 小林 勝哉, 宇佐美 清

英, 下竹 昭寛, 井内 盛遠, 酒井 達

也, 池田 昭夫, 髙橋 良輔

新規抗てんかん薬でのparadoxic

al effect：レベチラセタムによ

る発作抑制効果がUカーブを示し

た3例の検討

臨床神経学 61 247-252 2021

真田 悠希, 梶川 駿介, 小林 勝哉, 

葛谷 聡, 松本 理器, 池田 昭夫, 髙

橋 良輔

発作時カタトニア(ictal catato

nia)の1例: てんかん重積の稀な

表現型

臨床神経学 61 385-391 2021

細川 恭子, 宇佐美 清英, 梶川 駿

介, 下竹 昭寛, 立岡 良久, 池田 昭

夫, 髙橋 良輔

体外離脱体験と多彩な視覚症状

を呈し，部分てんかん発作との鑑

別を要した片頭痛患者の一例

臨床神経学 61 530-536 2021

齋藤 和幸, 大井 和起, 稲葉 彰, 小

林 正樹, 池田 昭夫, 和田 義明

長期経過で持続したLance-Adams

症候群の重症ミオクローヌスに

ペランパネルが奏効した1例

臨床神経学 61 18-23 2021
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戸島 麻耶, 小林 勝哉, 池田 昭夫 2. 進行性ミオクローヌスてんか

ん

Prog Med 41 115-121 2021

宇佐美 清英 高齢者てんかんの治療 脳神経内科 94 540-545 2021

松橋 眞生, 池田 昭夫 てんかんの診断と治療における

異分野連携の重要性

Medical Sci

ence Digest

47 246-249 2021

武山 博文, 池田 昭夫 高齢者てんかんの臨床的特徴 脳神経内科 94 523-527 2021

本多 正幸, 池田 昭夫 Extreme delta brush（脳波像に

ついて）

Epilepsy 15 44355 2021

宇佐美 清英 睡眠によるてんかん原性の変化

―硬膜下電極記録における高周

波数帯脳波活動の解析による検

討―

睡眠医療 15 177-181 2021

池田 昭夫, 小林 勝弘 特集にあたって 臨床神経生

理学

49 139-140 2021

尾谷 真弓, 松橋 眞生, 池田 昭夫, 

宮本 享, 高橋 良輔

激しい運動亢進発作の為に安全

面から硬膜外電極留置術が極め

て有用であった難治性前頭葉て

んかんの1例

臨床神経学 62 130-134 2022

細川 恭子, 宇佐美 清英, 團野 大

介, 竹島 多賀夫, 立岡 良久, 池田

昭夫

デジタル脳波時代の片頭痛の再

検討と電気生理学的バイオマー

カーの検索

日本臨牀 80 243-248 2022

池田 昭夫 脳機能と脳波 Clin Neuros

cience

40 408-413 2022

池田 昭夫，梶川 駿介 てんかんとグリア 脳神経内科 96 553-543 2022

謝 策, 宇佐美 清英, 渡邉 真, 江川

斉宏, 河村 祐貴, 白波瀬 勇人, 池

田 昭夫, 髙橋 良輔

虚血性心疾患が疑われ救急搬送

されたが，たこつぼ型心筋症を併

発したてんかん発作と判明した1

例

J Jpn Soc N

eurol Emerg

Crit Care

34 80-84 2022
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宇佐美 清英, 赤松 直樹, 飯村 康

司, 井内 盛遠, 今村 久司, 榎 日出

夫, 木下 真幸子, 國井 尚人, 小林

勝弘, 小林 勝哉, 酒田 あゆみ, 重

藤 寛史, 下竹 昭寛, 神 一敬, 菅野

秀宣, 田中 章浩, 千葉 茂, 寺田

清人, 飛松 省三, 夏目 淳, 原 恵

子, 人見 健文, 本多 正幸, 前原 建

寿, 松本 理器, 三枝 隆博, 矢部 博

興, 山野 光彦, 池田 昭夫

臨床脳波の諸問題に関する情報

共有と提言 脳波セミナー・アド

バンスコース小委員会レポート

臨床神経生

理学

50 107-112 2022

細川 恭子, 宇佐美 清英, 池田 昭夫 体外離脱体験 (out-of-body exp

erience) とてんかん発作, 片頭

痛

Epilepsy 16 31-36 2022

小林 勝哉, Juan Bulacio, Dileep R

Nair, Jorge Gonzalez-Martinez, 

松本 理器

てんかん外科における定位的頭

蓋内脳波 (SEEG) の有用性

No Shinkei 

Geka

50 1101-11

17

2022

小林 勝哉, 池田 昭夫 ミオクローヌス, 舞踏運動, バ

リズム

BRAIN and N

ERVE

75 45-58 2023

池田 昭夫 年次学術集会と学会誌の役割と

あり方の変化

てんかん研

究

40 517-518 2023

Kikuchi K, Hamano SI, Matsuura R, 

Nonoyama H, Daida A, Hirata Y, Koi

chihara R, Hirano D, Ishii A, Hiro

se S

The effectiveness of intraveno

us benzodiazepine for status e

pilepticus in Dravet syndrome.

Brain and D

evelopment

44(5) 319-28 2022

Morishita T, Sakai Y, Iida H, Yosh

imura S, Ishii A, Fujioka S, Tanak

a SC, Inoue T.

Neuroanatomical considerations

for optimizing thalamic deep 

brain stimulation in Tourette 

syndrome.

Journal of 

Neurosurger

y

1 ( a o

p)

1-11 2021

Epi25 Collaborative Electronic address jcce, Epi 

C. Sub-genic intolerance, Clin

Var, and the epilepsies: A who

le-exome sequencing study of 2

9,165 individuals.

Am J Hum Ge

net

1 0 8

(6)

965-82 2021
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Shibata M, Ishii A, Goto A, Hirose

S

Comparative characterization o

f PCDH19 missense and truncati

ng variants in PCDH19-related 

epilepsy.

Journal of 

human genet

ics

66(6) 569-78 2021

Changuk Chung, Xiaoxu Yang, Taejeo

ng Bae, Keng Ioi Vong, Swapnil Mit

tal, Catharina Donkels, H. Westley

Phillips, Zhen Li, Ashley P. L. M

arsh, Martin W. Breuss, Laurel L. 

Ball, Camila Araújo Bernardino Gar

cia, Renee D. George, Jing Gu, Min

gchu Xu, Chelsea Barrows, Kiely N.

James, Valentina Stanley, Anna Ni

dhiry, Sami Khoury, Gabrielle How

e, Emily Riley, Xin Xu, Brett Cope

land, Yifan Wang, Se Hoon Kim, Hoo

n-Chul Kang, Andreas Schulze-Bonha

ge, Carola A. Haas, Horst Urbach, 

Marco Prinz, David Limbrick, Chris

tina A. Gurnett, Matthew Smyth, Sh

ifteh Sattar, Mark Nespeca, David 

D. Gonda, Katsumi Imai, Yukitoshi 

Takahashi, Robert Chen, Jin-Wu Tsa

i, Valerio Conti, Renzo Guerrini, 

Orrin Devinsky, Wilson A. Silva J

r, Helio R. Machado, Gary W. Mathe

rn, Alexej Abyzov, Sara Baldassar

i, Stéphanie Baulac. Focal Cortica

l Dysplasia Neurogenetics Consorti

um & Brain Somatic Mosaicism Netwo

rk and Joseph G Gleeson.

Comprehensive multi-omic profi

ling of somatic mutations in m

alformations of cortical devel

opment

Nature Gene

t

55 209-220 2023

Yoshiaki Yamamoto, Yuka Shiratani,

Shoko Asai, Naotaka Usui, Takuji 

Nishida, Katsumi Imai, Yoshiyuki K

agawa, Yukitoshi Takahashi.

Risk factors for psychiatric a

dverse effects associated with

perampanel therapy.

Epilepsy Be

hav

124 108356 2021
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Fukushima Y, Yamamoto Y, Yamazaki 

E, Imai K, Kagawa Y, Takahashi Y.

Change in the pharmacokinetics

of lacosamide before, during,

and after pregnancy.

Seizure 88 12-14 2021

Sauter M, Belousova E, Benedik MP,

Carter T, Cottin V, Curatolo P, D

ahlin M, D'Amato L, d'Augères GB, 

de Vries PJ, Ferreira JC, Feucht 

M, Fladrowski C, Hertzberg C, Jozw

iak S, Lawson JA, Macaya A, Marque

s R, Nabbout R, O'Callaghan F, Qin

J, Sander V, Shah S, Takahashi Y,

Touraine R, Youroukos S, Zonnenbe

rg B, Jansen A, Kingswood JC; TOSC

A investigators (Imai K as a colla

borator).

Rare manifestations and malign

ancies in tuberous sclerosis c

omplex: findings from the Tube

rOus SClerosis registry to inc

reAse disease awareness (TOSC

A).

Orphanet J 

Rare Dis 16:30

1

doi: 1

0.1186/

s13023-

021-019

17-y.

2021

Naoki Ichikawa, Naotaka Usui, Akih

iko Kondo, Takayasu Tottori, Tokit

o Yamaguchi, Hirowo Omatsu, Takayo

shi Koike, Hiroko Ikeda, Katsumi I

mai, Yukitoshi Takahashi. 

Surgical strategy for refracto

ry epilepsy secondary to poren

cephaly: ictal SPECT obviates 

the need for intracranial elec

troencephalography.

J Neurosurg 

Case Lessons1 CASE211

21

2021

Yamamoto Y, Shiratani Y, Asai S, U

sui N, Nishida T, Imai K, Kagawa 

Y, Takahashi Y.

Pharmacokinetics, tolerabilit

y, and clinical effectiveness 

of perampanel in Japanese pati

ents with epilepsy.

Seizure 83 181-186 2020

Yamamoto Y, Terada K, Araki Y, Fuk

ushima Y, Imai K, Kagawa Y, Takaha

shi Y.

Therapeutic Monitoring of Laco

samide in Japanese Patients wi

th Epilepsy: Clinical Respons

e, Tolerability, and Optimal T

herapeutic Range.

Ther Drug M

onit

42 754-759 2020

Kimizu T, Takahashi Y, Oboshi T, H

orino A, Omatsu H, Koike T, Yoshit

omi S, Yamaguchi T, Otani H, Ikeda

H, Imai K, Shigematsu H.

Methylprednisolone pulse thera

py in 31 patients with refract

ory epilepsy: A single-center 

retrospective analysis

Epilepsy Be

hav

109 107116.

doi: 1

0.1016/

j.yebe

h.2020.

107116.

2020
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Yoshitomi S, Usui N, Kondo A, Imai

K, Takahashi Y.

Verbal function recovery in a 

postoperative case with epilep

tic encephalopathy

Pediatr Int 62 412-414 2020

Akiyama T, Hyodo Y, Hasegawa K, Ob

oshi T, Imai K, Ishihara N, Dowa 

Y, Koike T, Yamamoto T, Shibasaki 

J, Shimbo H, Fukuyama T, Takano K,

Shiraku H, Takeshita S, Okanishi 

T, Baba S, Kubota M, Hamano SI, Ko

bayashi K

Pyridoxal in the Cerebrospinal

Fluid May Be a Better Indicat

or of Vitamin B6-dependent Epi

lepsy Than Pyridoxal 5'-Phosph

ate.

Pediatr Neu

rol

113 33-41 2020

Kuhara T, Akiyama T, Ohse M, Koike

T, Shibasaki J, Imai K, Cooper AL

Identification of new biomarke

rs of pyridoxine-dependent epi

lepsy by GC/MS-based urine met

abolomics.

Anal Bioche

m

604 doi: 1

0.1016/

j.ab.20

20.1137

39.

2020

今井克美 フィンテプラへの期待と注意：セ

ブンルール．

波 47 (3) 16-

17

2023

石田倫也、飛野矢、今井克美 ケトン食療法の進歩 日本臨床 80 2013-20

18

2022

福岡正隆, 今井克美.
ケトン食 小児内科 53 1877-18

80

2021

今井克美 ブコラムへの期待と注意 ～９つ

のポイント～

波 45 (3) 17 2021

今井克美 世界の医学誌から：フェンフルラ

ミンはドラベ症候群のけいれん発

作を有意に減少

Mainichi Me

dical Journ

al

16 137 2020

Shibata A, Kasai M, Terashima H, 

Hoshino A, Miyagawa T, Kikuchi K,

Ishii A, Matsumoto H, Kubota M, 

Hirose S, Oka A, Mizuguchi M

Case-control association stud

y of rare nonsynonymous varia

nts of SCN1A and KCNQ2 in acu

te encephalopathy with biphas

ic seizures and late reduced 

diffusion.

Journal of 

the Neurolo

gical Scien

ces

414 116808. 2020
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Kasai M, Shibata A, Hoshino A, Ma

egaki Y, Yamanouchi H, Takanashi 

JI, Yamagata T, Sakuma H, Okumura

A, Nagase H, Ishii A, Goto T, Ok

a A, Mizuguchi M

Epidemiological changes of ac

ute encephalopathy in Japan b

ased on national surveillance

for 2014-2017.

Brain & dev

elopment

42(7) 508-514 2020

Hoshino H, Takayama K, Ishii A, T

akahashi Y, Kanemura H

Glucose transporter type 1 de

ficiency syndrome associated 

with autoantibodies to glutam

ate receptors.

Brain & dev

elopment

42(9) 686-690 2020

Hirose S, Tanaka Y, Shibata M, Ki

mura Y, Ishikawa M, Higurashi N, 

Yamamoto T, Ichise E, Chiyonobu 

T, Ishii A.

Application of induced plurip

otent stem cells in epilepsy.

Molecular a

nd Cellular

Neuroscien

ce

108 103535 2020

伊藤進, 竹島泰弘 小児神経分野の医療安全は、新し

いステージへ

脳と発達 55 114-116 2023

伊藤進, 竹島泰弘 学校での特定行為以外の医療的ケ

ア

脳と発達 55 117-119 2023

伊藤進 脳波検査 小児科診療 85 657-663 2022

伊藤進, 黒岩ルビー Dravet症候群の発熱及び有熱時発

作に関する前方視的検討

てんかん治

療研究振興

財団研究年

報

33 53-60 2022

Shimomura R, Ito S, Kurotaki N, Sa

ito K, Nagata S.

Psychogenic seizures in a chil

d with infantile convulsions a

nd choreoathetosis.

Pediatr Int 64 e14681 2022

是松聖悟, 山内秀雄, 下川 尚子, 石

井光子, 伊藤進, 福井美穂, 星出ま

どか, 宮田理英, 宮本雄策, 三牧正

和, 村松一洋, 守本倫子, 山中岳, 

竹島泰弘, 日本小児神経学会医療安

全委員会.

子どもと医療者を守る小児神経

領域の医療安全に関する3つの提

言.

日児誌 125 1640-16

43

2021
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Oguni H, Hirano Y, Ito S, Nishika

wa A, Otani Y, Nagata S.

Ictal vocalizations are relat

ively common in myoclonic-ato

nic seizures associated with 

Doose syndrome: an audio-vide

o-polygraphic analysis.

Epileptic D

isord

23 706-712 2021

Nagino N, Kubota Y, Nakamoto H, I

to S, Oguni H.

Focal atonic seizures origina

ted in the posterior temporop

arietal area: A case report.

Clin Neurol

Neurosurg

207 106776 2021

Oguni H, Ito S, Nishikawa A, Naga

ta S.

Morphometric analysis of spik

e-wave complexes (SWCs) causi

ng myoclonic seizures in chil

dren with idiopathic myocloni

c epilepsies – A positive SW

C component correlates with m

yoclonic intensity.

Brain Dev 43 775-782 2021

Oguni H, Ito S, Nishikawa A, Otan

i Y, Nagata S.

Transition from pediatric to 

adult care in a Japanese coho

rt of childhood-onset epileps

y: prevalence of epileptic sy

ndromes and complexity in the

transition.

Seizure 88 1-6 2021

Suzuki Y, Ito S, Otani Y, Nishika

wa A, Eto K, Hara K, Oguni H, Nag

ata S.

Unexpected elevation in valpr

oic acid concentration and ag

ranulocytosis in a patient wi

th short-chain acyl-CoA dehyd

rogenase deficiency.

Brain Dev 43 657-660 2021

Ito S, Nagumo K, Nishikawa A, Ogu

ni H, Nagata S.

Low-dose phenobarbital for ep

ilepsy with myoclonic absence

s: A case report.

Brain Dev 43 666-668 2021

伊藤進 小児てんかんへの抗てんかん薬

はどう選ぶ？.

薬事 63 250-260 2021

小川優里子, 伊藤進, 宮本卓哉, 西川

愛子, 小國弘量, 永田智

バルプロ酸ナトリウムにより軽微

な点状出血を伴うフィブリノゲン

低下を呈したミオクロニー脱力発

作を伴うてんかんの一例

東女医大誌 90 132-136 2020
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山田紗也子, 伊藤進, 永田智 「小児の鎮静」の将来 小児科診療 83 1802-18

04

2020

伊藤進, 西川愛子
てんかん児の就園をめぐる問題 Epilepsy 14 34-36 2020

Nishikawa A, Otani Y, Ito S, Naga

ta S, Shiota M, Takanashi J, Naka

shima M, Saitsu H, Matsumoto N, O

guni H

A de novo GABRB2 variant assoc

iated with myoclonic status ep

ilepticus and rhythmic high-am

plitude delta with superimpose

d (poly) spikes (RHADS)

Epileptic D

isord

22 476-481 2020

伊藤進 てんかんとケトン食 Nutrition C

are

13 10-16 2020

Kakinuma K, Osawa SI, Hosokawa H, 

Oyafuso M, Ota S, Kobayashi E, Kaw

akami N, Ukishiro K, Jin K, Ishida

M, Sato T, Sakamoto M, Niizuma K,

Tominaga T, Nakasato N, Suzuki K.

Determination of language area

s in patients with epilepsy us

ing the super-selective Wada t

est.

IBRO Neuros

ci Rep

13 156-163 2022

Jin K, Obara T, Hirano K, Hirai D,

Kiuchi M, Tanaka T, Nakasato N.

Prescription trends in anti-se

izure medications for adult pa

tients with epilepsy in Japan:

A retrospective cohort study 

using the database of health i

nsurance claims between 2015 a

nd 2019.

Epilepsy Be

hav

134 108841 2022

Ogawa M, Fujikawa M, Tasaki K, Jin

K, Kakisaka Y, Nakasato N.

Development and validation of 

the Japanese version of the Ep

ilepsy Stigma Scale in adults 

with epilepsy.

Epilepsy Be

hav

134 108832 2022

Sakamoto M, Jin K, Kitazawa Y, Kak
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松浦隆樹，浜野晋一郎，菊池健二郎，

小一原玲子，平田佑子，代田惇朗，野々

山葉月，小川潔

小児期発症てんかん患者の成人医

療機関への移行の現状と課題

埼玉県医学

会雑誌

55 311-5
2020

平田佑子，浜野晋一郎，池本智，菊池

健二郎，小一原玲子，松浦隆樹，代田

惇朗，野々山葉月

焦点性発作とepileptic spasmsが

併存する小児てんかん患者におけ

るvigabatrinの有効性

てんかん研

究

38 139-46
2020

Daida A, Hamano SI, Hayashi K, Non

oyama H, Ikemoto S, Hirata Y, Mats

uura R, Koichihara R, Yamanaka G, 

Kikuchi K.

Comparison of adrenocorticotro

pic hormone efficacy between a

etiologies of infantile spasm

s.

Seizure 85 6-11
2021

竹内博一，菊池健二郎，久保田淳，平

野大志，勝沼俊雄.

同一発熱期間内に発作を2回反復

した熱性けいれん患者における至

適観察期間の検討

日本小児救

急医会誌

20 7-11
2021

平田佑子，浜野晋一郎 Lacosamideをどう使う？特徴と有

効性

脳と発達 5 348-53
2021

菊池健二郎、浜野晋一郎 てんかん重積状態（けいれん重積

状態）の治療 －最近の変化－

日児誌 125 557-68
2021

菊池健二郎、浜野晋一郎 てんかん重積状態 ～エキスパー

トの経験に学ぶ～ 小児科Decisi

on Making

小児科診療 84(Su

ppl.)

50-3
2021

菊池健二郎、浜野晋一郎 COVID-19禍で変化した世界と日本

のてんかん診療と教育

Epilepsy 15 9-14
2021

菊池健二郎、前垣義弘 小児けいれん重積治療ガイドライ

ン改訂に向けて．第62回日本小児

神経学会学術集会 ガイドライン

統括委員会小児けいれん重積治療

ガイドライン改訂WG主催セミナー

脳と発達 6 179-182
2021

菊池健二郎 中枢神経系の原因疾患 チャイルド

ヘルス

24 812-5
2021

菊池健二郎 注目の新薬 ブコラム®（ミダゾラ

ム口腔用液）

診断と治療 109 1163-6
2021

菊池健二郎 思春期のてんかん 一般的な思春

期に見られる問題

波 45 268-71
2021
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Matsuura R, Hamano SI, Daida A, Ho

riguchi A, Nonoyama H, Kubota J, I

kemoto S, Hirata Y, Koichihara R, 

Kikuchi K

Serum matrix metallopeptidase-

9 and tissue inhibitor of meta

lloproteinase-1 levels may pre

dict response to adrenocortico

tropic hormone therapy in pati

ents with infantile spasms

Brain Dev 44 114-21
2022

Matsuura R, Hamano S, Ikemoto S, D

aida A, Takeda R, Horiguchi A, Hir

ata Y, Koichihara R, Kikuchi K

Adjunctive perampanel therapy 

for patients with epileptic sp

asms

Pediatr Int doi.org

/10.111

1/ped.1

5364

2022

Kikuchi K, Hamano SI, Horiguchi A,

Nonoyama H, Hirata Y, Matsuura R,

Koichihara R, Oka A, Hirano D

Telemedicine in epilepsy manag

ement during the coronavirus d

isease 2019 pandemic

Pediatr Int 64 e14972
2022

Kuroda N, Kubota T, Horinouchi T, 

Ikegaya N, Kitazawa Y, Kodama S, K

uramochi I, Matsubara T, Nagino N,

Neshige S, Soga T, Takayama Y, So

ne D; IMPACT-J EPILEPSY (In-depth 

Multicenter analysis during Pandem

ic of Covid19 Throughout Japan for

Epilepsy practice) study group

Impact of COVID-19 pandemic on

epilepsy care in Japan: A nat

ional-level multicenter retros

pective cohort study

Epilepsia O

pen

7 431-41
2022

Kanai S, Oguri M, Okanishi T, Miya

moto Y, Maeda M, Yazaki K, Matsuur

a R, Tozawa T, Sakuma S, Chiyonobu

T, Hamano S, Maegaki Y

Power and functional connectiv

ity analyses in pretreatment E

EG may predict the efficacy of

ACTH therapy for infantile sp

asms syndrome

Clin Neurop

hysiol

144 83-90
2022

松浦隆樹，浜野晋一郎，菊池健二郎，

竹田里可子，堀口明由美，野々山葉月，

代田惇朗，平田佑子，小一原玲子，新

津健裕，植田育也

小児てんかん患者におけるてんか

ん重積状態と頻発発作に対するlo

razepam静注療法の有効性と安全

性

脳と発達 55 18-22
2023

野々山葉月、菊池健二郎、代田惇朗、

平田佑子、松浦隆樹、小一原玲子、髙

橋幸利、浜野晋一郎

小児期発症自己免疫性介在性脳炎

後てんかんにおける抗てんかん薬

の有用性の検討

てんかん研

究

40 2-9
2022
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菊池健二郎、浜野晋一郎、松浦隆樹、

竹田里可子、堀口明由美、平田佑子、

小一原玲子、岡明

救急救命士のミダゾラム口腔用液

に対する意識調査

日児誌 127 36-41
2023

浜野晋一郎 抗てんかん薬の作用機序から考え

る治療戦略，一般小児科医のため

の小児てんかん診療ガイド

小児科 63 1000-7
2022

平田佑子 頻度の高い小児の全般てんかん，

一般小児科医のための小児てんか

ん診療ガイド

小児科 63 967-73
2022

松浦隆樹，浜野晋一郎 てんかん専門医からみたトランジ

ションとオンライン診療

小児外科 54 464-7
2022

菊池健二郎 けいれん．小児科研修のエッセン

スがまるごとわかる

レジデント

ノート

23 2541-8
2022

Fukuoka M, Okazaki S, Kim K, Nuku

i M, Inoue T, Kuki I, Kawawaki H,

Nakashima M, Matsumoto N.

A case of West syndrome with 

severe global developmental d

elay and confirmed KIF5A gene

variant.

Epilepsia O

pen

6 230-234
2021

Inoue T, Uda T, Kuki I, Yamamoto 

N, Nagase S, Nukui M, Okazaki S, 

Kawashima T, Nakanishi Y, Kunihir

o N, Matsuzaka Y, Kawawaki H, Ots

ubo H.

Distinct dual cortico-cortica

l networks successfully ident

ified between supplemental an

d primary motor areas during 

intracranial EEG for drug-res

istant frontal lobe epilepsy.

Epilepsy Be

hav Rep

15 100429
2021

九鬼一郎，松原康平，石岡梨紗子，山

田直紀，井上岳司，温井めぐみ，岡崎

伸.

Midazolam 口腔用液の使用実態に

関するWebアンケート調査
脳と発達 55 134-136

2023

Sakakibara-Hayashi K, Inoue T, Ku

ki I, Usui M, Ikeda A, Kanda M.
Convulsive syncope then convu

lsive seizure occurred in the

long clinical course: a case

report

Rinsho Shin

keigaku

60 627-630
2020
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Yamamoto N, Kuki I, Nagase S, Inou

e T, Nukui M, Okazaki S, Kunihiro 

N, Uda T, Fukuoka M, Kubota J, Ham

ano SI, Sakuma H, Kawawaki H. 

Subtotal hemispherotomy for la

te-onset spasms after anti-mye

lin oligodendrocyte glycoprote

in antibody-positive acute hae

morrhagic leukoencephalitis.

Epileptic D

isord.

23 957-960
2021

Kuki I, Inoue T, Nukui M, Okazaki 

S, Kawawaki H, Ishikawa J, Amo K, 

Togawa M, Ujiro A, Rinka H, Shiomi

M.

MRI findings at neurological o

nset predict neurological prog

nosis in hemorrhagic shock and

encephalopathy syndrome.

J Neurol Sc

i.

430 120010
2021

Yamamoto N, Kuki I, Nagase S, Inou

e T, Nukui M, Okazaki S, Furuichi 

Y, Adachi K, Nanba E, Sakai N, Kaw

awaki H.

Reply to the letter: "A case o

f infantile Tay-Sachs disease 

with late onset spasms".

Brain Dev. 43 977-978
2021

Yamada N, Yamasaki K, Yamamoto N,

Kuki I, Sakuma H, Hara J.

Chemotherapy-induced autoimmun

e-mediated encephalitis during

germinoma treatment.

Brain Dev. 43 967-971
2021

Yamamoto N, Kuki I, Nagase S, Inou

e T, Nukui M, Okazaki S, Furuichi 

Y, Adachi K, Nanba E, Sakai N, Kaw

awaki H.

A case of infantile Tay-Sachs 

disease with late onset spasm

s.

Brain Dev. 43 661-665
2021

Matsubara K, Kuki I, Yamamoto N, N

agase S, Inoue T, Nukui M, Okazaki

S, Yamada Y, Kawawaki H.

Thyroid crisis mimicking clini

cally mild encephalitis/enceph

alopathy with a reversible spl

enial lesion: A pediatric case

report.

Brain Dev. 43 596-600
2021

Horino A, Kuki I, Inoue T, Nukui 

M, Okazaki S, Kawawaki H, Togawa 

M, Amo K, Ishikawa J, Ujiro A, Shi

omi M, Sakuma H.

Intrathecal dexamethasone ther

apy for febrile infection-rela

ted epilepsy syndrome.

Ann Clin Tr

ansl Neuro

l.

8 645-655
2021

Fukuoka M, Kuki I, Hattori Y, Tsuj

i H, Horino A, Nukui M, Inoue T, O

kazaki S, Kawawaki H, Kunihiro N,

Uda T, Inoue T, Takahashi Y.

A case of focal cortical dyspl

asia type IIa with pathologica

lly suspected bilateral Rasmus

sen syndrome.

Brain Dev. 22 22-5
2022
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Yamamoto N, Okazaki S, Kuki I, Yam

ada N, Nagase S, Nukui M, Inoue T,

Kawakita R, Yorifuji T, Hoshina 

T, Seto T, Yamamoto T, Kawawaki H.

Possible critical region assoc

iated with late-onset spasms i

n 17p13.1-p13.2 microdeletion 

syndrome: a report of two new 

cases and review of the litera

ture.

Epileptic D

isord.

24(3) 567-571
2022

Kuki I, Inoue T, Nukui M, Okazaki 

S, Kawawaki H, Ishikawa J, Amo K, 

Togawa M, Ujiro A, Rinka H, Kunihi

ro N, Uda T, Shiomi M.

Longitudinal electroencephalog

ram findings predict acute neu

rological and epilepsy outcome

s in patients with hemorrhagic

shock and encephalopathy synd

rome.

Epilepsy Re

s.

181 106870
2022

Horita T, Inoue T, Kuki I, Nagase 

S, Yamamoto N, Yamada N, Oki K, Nu

kui M, Okazaki S, Amo K, Kawawaki 

H, Sakuma H, Togawa M.

A case of bilateral limbic and

recurrent unilateral cortical

encephalitis with anti-myelin

oligodendrocyte glycoprotein 

antibody positivity.

Brain Dev. 44 254-258
2022

Sasaki T, Uda T, Kuki I, Kunihiro 

N, Okazaki S, Niida Y, Goto T.

TSC2 somatic mosaic mutation, 

including extra-tumor tissue, 

may be the developmental cause

of solitary subependymal gian

t cell astrocytoma.

Childs Nerv

Syst.

38 77-83
2022

Yamamoto N, Fukuoka M, Kuki I, Tsu

chida N, Matsumoto N, Okazaki S.

Characteristic features of ele

ctroencephalogram in a pediatr

ic patient with GRIN1 encephal

opathy.

Brain Disor

des.

8 100056
2022

Matsubara K, Nukui M, Yamamoto N, 

Nagase S, Inoue T, Kuki I, Okazaki

S, Kawawaki H, Ujiro A, Sakuma H.

Cytokine/chemokine overproduct

ion in parechovirus type 3 enc

ephalitis with bilateral hippo

campal lesions: A pediatric ca

se report. 

Brain Disor

des.

9 100060
2023
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Inoue T, Kuki I, Uda T, Kunihiro 

N, Umaba R, Koh S, Nukui M, Okazak

i S, Otsubo H.

Comparing late-onset epileptic

spasm outcomes after corpus c

allosotomy and subsequent disc

onnection surgery between post

-encephalitis/encephalopathy a

nd non-encephalitis/encephalop

athy.

Epilepsia O

pen.

doi: 1

0.1002/

epi4.12

698

2023

九鬼一郎 結節性硬化症とてんかん 最新

の進歩

Epilepsy 14 79-86
2020

九鬼一郎. 症例から学ぶ小児神経の世界 急

性脳炎と急性脳症の診療最前線.

脳と発達 54 20-26
2022

岡崎 伸, 山田 直紀, 永瀬 静香, 沖

啓祐, 温井 めぐみ, 井上 岳司, 九鬼

一郎, 川脇 壽.

ペランパネル投与でてんかん発作

と睡眠障害が改善し生活の質の向

上を得た3小児例.

診療と新薬 58 733-742
2021

岡崎 伸, 山田 直紀, 永瀬 静香, 沖

啓祐, 温井 めぐみ, 井上 岳司, 九鬼

一郎, 川脇 壽.

ペランパネルが焦点性発作とて

んかん性スパズムに著効した脳

症後てんかんの8歳女児例.

新薬と臨牀 70 1510-15

17

2021

猪奥 徹也, 井上 岳司, 九鬼一郎, 今

井啓輔, 山本敦史, 長正訓.

長期間の集中治療管理を要したfe

brile infection-related epilep

sy syndromeの1例 ケタミン持続

静注、デキサメタゾン髄腔内投与

の試み.

臨床神経学 62 123-129
2022

Kobayashi K, Endoh F, Ohmori I, Ak

iyama T

Action of antiepileptic drugs 

on neurons

Brain Dev 4 2  

(1)

2-5
2020

Miyahara H, Akiyama T, Hasegawa K,

Akiyama M, Oka M, Kobayashi K, Ts

ukahara H

Laboratory changes during ACTH

therapy associated with renal

calcified lesions

Pediatr Int 6 2  

(5)

587-592
2020

Akiyama T, Toda S, Kimura N, Mogam

i Y, Hanaoka Y, Tokorodani C, Ito 

T, Miyahara H, Hyodo Y, Kobayashi 

K

Vitamin B6 in acute encephalop

athy with biphasic seizures an

d late reduced diffusion

Brain Dev 4 2  

(5)

402-407
2020
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Akiyama T, Saigusa D, Hyodo Y, Ume

da K, Saijo R, Koshida S, Kobayash

i K

Metabolic profiling of the cer

ebrospinal fluid in pediatric 

epilepsy

Acta Medica

Okayama

7 4  

(1)

65-72
2020

Tsuchiya H, Endoh F, Akiyama T, Ma

tsuhashi M, Kobayashi K

Longitudinal correspondence of

epilepsy and scalp EEG fast 

(40– 200 Hz) oscillations in p

ediatric patients with tuberou

s sclerosis complex

Brain Dev 4 2  

(9)

663-674
2020

Kobayashi K, Shibata T, Tsuchiya 

H, Akiyama T

Exclusion of the possibility 

of “false ripples” from ripp

le band high-frequency oscill

ations recorded from scalp el

ectroencephalogram in childre

n with epilepsy

Front Hum N

eurosci

https:/

/doi.or

g/10.33

89/fnhu

m.2021.

696882

2021

Kobayashi K, Shibata T, Tsuchiya 

H, Akiyama T

Artificial intelligence-based 

detection of epileptic dischar

ges from pediatric scalp elect

roencephalograms: a pilot stud

y

Acta Medica

Okayama

7 6  

(6)

617-624
2022

Hyodo Y, Akiyama T, Fukuyama T, Mi

maki M, Watanabe K, Kumagai T, Kob

ayashi K

Simultaneous assay of urine se

piapterin and creatinine in pa

tients with sepiapterin reduct

ase deficiency

Clin Chim A

cta

534 167-172
2022

Hosomoto K, Sasaki T, Kawai K, Oka

zaki Y, Hyodo Y, Shibata T, Sasada

S, Yasuhara T, Kobayashi K, Yanai

H, Date I

A case of solitary cortical tu

ber without other manifestatio

ns of tuberous sclerosis compl

ex mimicking focal cortical dy

splasia type II with calcifica

tion

Acta Medica

Okayama

76(3) 323-328
2022

Akiyama T, Kuki I, Kim K, Yamamoto

N, Yamada Y, Igarashi K, Ishihara

T, Hatano Y, Kobayashi K

Folic acid inhibits 5-methylte

trahydrofolate transport acros

s the blood– cerebrospinal flu

id barrier: clinical biochemic

al data from two cases

JIMD Rep https:/

/doi.or

g/10.10

02/jmd

2.12321

2022
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Noorlag L, van Klink NEC, Kobayash

i K, Gotman J, Brauna KPJ, Zijlman

s M

High-frequency oscillations in

scalp EEG: A systematic revie

w of methodological choices an

d clinical findings

Clin Neurop

hysiol

137 46-58
2022

Matsuhashi A, Matsuo T, Kumada S. Incremental Changes in Interhe

mispheric Functional Connectiv

ity after Two-Stage Corpus Cal

losotomy in a Patient with Sub

cortical Band Heterotopia.

Epilepsy Be

hav Rep

18 100525
2022

Niwa R, Ayako I, Komori T, Matsuo 

T.

Symptomatic Change of an Intra

cranial Neuroepithelial Cyst 7

Years after Its Incidental Fi

nding.

Brain Tumor

Res Treat

10(1) 34-7
2022

Suda Y, Tada M, Matsuo T, Kawasaki

K, Saigusa T, Ishida M, et al.

Prediction-Related Frontal-Tem

poral Network for Omission Mis

match Activity in the Macaque 

Monkey.

Front Psych

iatry

13 557954
2022

Matsuo T, Fujimoto S, Komori T and

Nakata Y

Case report: The origin of tra

nsmantle-like features.

Front. Radi

ol.

2 927764
2022

Matsuo T, Fujimoto S. Surgical Strategy for Hemisphe

rotomy.

Neurologia 

medico-chir

urgica

2022 0279
2023

Tsuchiya T, Matsuo T, Fujimoto S, 

Nakata Y, Morino M.

Quantitative Evaluation of Hip

pocampal Gray-White Matter Bou

ndary Blurring in Medial Tempo

ral Lobe Epilepsy with Hippoca

mpal Sclerosis.

Epilepsy & 

behavior

140 109098
2023

Miyakawa N, Nagai Y, Hori Y, Mimur

a K, Orihara A, Oyama K, Matsuo 

T, et al.

Chemogenetic Attenuation of Co

rtical Seizures in Nonhuman Pr

imates.

Nature comm

unications

14(1) 971
2023

Kuwayama R, Suzuki K, Nakamura J, 

Aizawa E, Yoshioka Y, Ikawa M, Nab

atame S, Inoue KI, Shimmyo Y, Ozon

o K, Kinoshita T, Murakami Y.

Establishment of mouse model o

f inherited PIGO deficiency an

d therapeutic potential of AAV

-based gene therapy.

Nat Commun 6(13) 3107
2022
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Suzuki T, Ito Y, Ito T, Kidokoro 

H, Noritake K, Hattori A, Nabatame

S, Natsume J.

Quantitative Three-Dimensional

Gait Evaluation in Patients W

ith Glucose Transporter 1 Defi

ciency Syndrome.

Pediatr Neu

rol

132 23-26
2022

Kagitani-Shimono K, Kato H, Soeda 

F, Iwatani Y, Mukai M, Ogawa K, To

minaga K, Nabatame S, Taniike M.

Extension of microglial activa

tion is associated with epilep

sy and cognitive dysfunction i

n Tuberous sclerosis complex: 

A TSPO-PET study. 

Neuroimage 

Clin

37 103288 2023

Ogawa K, Tanigawa J, Mukai M, Tomi

naga K, Kagitani-Shimono K, Nabata

me S, Ozono K.

Epilepsy with myoclonic absenc

e presenting with unilateral j

erks: A case of 2q13 microdele

tion syndrome. 

Seizure 106 77-79
2023

Shin Nabatame, Junpei Tanigawa, Ko

ji Tominaga, Kuriko Kagitani-Shimo

no, Keiko Yanagihara, Katsumi Ima

i, Toru Ando, Yu Tsuyusaki, Nami A

raya, Mayumi Matsufuji, Jun Natsum

e, Kotaro Yuge, Drago Bratkovic, H

iroshi Arai, Takeshi Okinaga, Take

shi Matsushige, Yoshiteru Azuma, N

aoko Ishihara, Satoko Miyatake, Mi

tsuhiro Kato, Naomichi Matsumoto, 

Nobuhiko Okamoto, Satoru Takahash

i, Satoshi Hattori, Keiichi Ozono.

Association between cerebrospi

nal fluid parameters and devel

opmental and neurological stat

us in glucose transporter 1 de

ficiency syndrome

J Neurol Sc

i

447 120597
2023

青天目信 代謝疾患 SLC2A1(関連疾患:グ

ルコーストランスポーター1欠損

症)

小児科診療 8 1 ( 1

1)

1566-15

68

2021

Tanigawa J, Nabatame S, Tominaga 

K, Nishimura Y, Maegaki Y, Kinosit

a T, Murakami Y, Ozono K.

High-dose pyridoxine treatment

for inherited glycosylphospha

tidylinositol deficiency.

Brain Dev 43(6) 680-7
2021
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Kimizu T, Ida S, Okamoto K, Awano

H, Niba ETE, Wijaya YOS, Okazaki 

S, Shimomura H, Lee T, Tominaga K,

Nabatame S, Saito T, Hamazaki T, 

Sakai N, Saito K, Shintaku H, Nozu

K, Takeshima Y, Iijima K, Nishio 

H, Shinohara M.

Spinal Muscular Atrophy: Diagn

osis, Incidence, and Newborn S

creening in Japan.

Int J Neona

tal Screen

3(45) 45
2021

Kubota T, Nabatame S, Sato R, Hama

M, Nishiike U, Mochizuki H, Takah

ashi MP, Takeshima T.

Hemiplegic migraine type 2 cau

sed by a novel variant within 

the P-type ATPase motif in ATP

1A2 concomitant with a CACNA1A

variant.Brrrr

Brain Dev 43(9) 952-7
2021

Nabatame S The anatomical and functional 

rationale for conducting dysph

agia rehabilitation.

Pediatr Int 24(1) e15091
2022

Satomura Y, Bessho K, Nawa N, Kond

o H, Ito S, Togawa T, Yano M, Yama

no Y, Inoue T, Fukui M, Onuma S, F
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